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はじめに 

■ 申請企業の資格要件 

「協会が取得した複合防火設備（遮煙防火設備）」の使用登録申請を行う企業は以下の用件を満

足することが必要です。 

 

要 件         備 考    

１ 当協会の正会員又は二種準会員（防火戸事業会員）であること。  

 

附則 

１． 協会は品質管理状況確認の為、必要に応じ使用登録企業へ立入検査を行う権利を有します。 

２． 使用登録企業は協会が主催する品質確保などを目的とした技術研修会の受講義務があります。 

 

 

■ 使用登録申請審査 

申請要領にもとづき企業は申請書を作成し、協会審査を受ける必要があります 

■ 登録申請審査等に関する費用（各認定番号ごと） 

１．審査費用  ￥３０，０００／１件 

２．初回証紙印刷費用 

証紙代￥２０，０００（初回１００枚分）、証紙版下費用￥２０，０００ 

■ 審査合格結果をもって、使用登録証を登録企業へ発行いたします。 

 

※一般社団法人日本サッシ協会への入会に関しては事務局まで問合せください。
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１．目的 

 この手引きは、CAS-0257、0258、0262／複合防火設備（準耐火構造壁・床付け）の使用登録申請時

に会員企業が作成する申請図書の様式、構造説明図などの標準化を図り、申請図書作成の効率化と

審査申請に係る事務処理の円滑化を目的に編集した。 

 

２．審査申請について 
 

２．１ 大臣認定制度での運営 

 新規申請や変更申請をしようとする会員企業は、認定番号毎に当協会所定の審査申請書類を作成し、

審査を受ける。 

審査は、申請内容を厳正に吟味し、審査基準の「仕様書」に基づいて行い、審査結果を通知する。 

 

２．２ 審査申請の区分 

■申請区分１： 新規申請・・・会員企業（正会員及び防火戸特別会員）が初めて使用登録申請

することをいう。 

 

■申請区分２～１０：変更申請・・・使用登録後に、下記申請区分を変更することをいう、２回目

以降は全て変更申請として取り扱う。 

申請区分２：商品の追加・・・・・商品名など一覧表の○印が増えることをいう。 

                既に○印があって当該欄の商品の追加（タイプ追加）をす

る場合は、商品仕様の変更として扱う。 

申請区分３：商品の取り消し・・・商品名など一覧表の○印が減ることをいう。 

申請区分４：商品仕様の変更・・・登録済み商品の仕様を変更することをいう。 

申請区分５：商品名変更・・・・・登録済み商品の商品名を変更することをいう。 

申請区分６：社名変更・・・・・・会社名の変更をいう。 

申請区分７：会社概要の変更・・・住所、組織変更、製造・品質・証紙管理責任者の変更をいう。 

申請区分８：工場名等変更・・・・登録済み工場の工場名の変更及び住居表示（所在地は変わら

ず）の変更をいう。 

申請区分９：工場追加・・・・・・新たな工場を追加することをいう。 

尚、既申請工場で工場の移転を行う場合は、新しく「工場追

加」で申請し、前工場は「工場の取り消し」申請とする。 

 申請区分１０：工場の取り消し・・登録済み工場を取消すことをいう。 

 

■申請区分１１：取り消し申請・・・登録済み商品全体を取り消したことをいう。 

（使用登録を取消すことをいう） 

 

２．３ 申請を必要とする時期 

 使用登録の申請は随時受け付けとする。但し、申請書類の申請日付けは全て申請月の１日とする。 

尚、下記事項に留意のこと。 

① 新規申請 

申請に当たっては当協会事務局との事前打ち合わせ後に行うこと。 

② 変更申請 

申請区分６の社名等変更の場合は法手続き完了後、可及的速やかに事務局へ申請のこと。 

③ 取り消し申請 

取り消しがある場合は、事前に事務局へ提出のこと。 
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３．申請フロー 
 

   申請のフローは図―１のとおり。 

 

図―１申請のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①事前相談 

審査・スチールドア部会 

③事務局受付 

⑦同上 

④審査 ⑧再審査 

⑨申請書副押印のうえ返却 

⑩誓約書取り交し 

⑪登録証の発行 

⑫証紙頒布契約、証紙発行 

 

⑤
返
却
（
審
査
結
果
の
通
知
） 審査申請受付 

一般社団法人日本サッシ協会事務局 

②審査申請 

⑥再提出（指摘事項訂正） 

一般社団法人 日本サッシ協会事務局 

会 員 

会 員 
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４．審査申請書類一覧表 

表―１ 申請に必要な書類一覧表（ CAS-0257、CAS-0258、CAS-0262 共通） 
新規 取消

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11

代
表
者
変
更

住
所
の
変
更

組
織
体
制
変
更

責
任
者
変
更

様式
1

× × × × × × × × × × × × ×

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

様式
1-1

×

様式
2

× × × × × × × × × × × × ×

×
様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

様式
2-1

×

× × × × × × × × × × × × ×
様式
2-2

③ ×
様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

様式
2-3

×

④
様式

3
× × × ×

様式
3

× × × × × × × ×

⑤
様式

4
× × × ×

様式
4

× ×
様式

4（※1）
× × × × ×

CAS-0257

CAS-0258

CAS-0262 様式6 × × × × 様式6 × × × × × × × ×

⑦
様式

7
× × × ×

様式
7

× ×
様式

7（※1）
× × × × ×

⑧
様式

8
× × × ×

様式
8

様式
8

様式
8

様式
8（※1）

様式
8

× × × ×

⑨
様式

9
× × × ×

様式
9

×
様式

9
× ×

様式
9

様式
9

様式
9

×

⑩
様式
10

× × × ×
様式
10

×
様式
10

× ×
様式
10

様式
10

様式
10

×

⑪
様式
11

× × × ×
様式
11

×
様式
11

× ×
様式
11

様式
11

様式
11

×

⑫
様式
12

× × × ×
様式
12

× × × × × × × ×

⑬
様式
13

× × × ×
様式
13

× × × ×
様式
13

様式
13

× ×

⑭ ○ × × × × × × × × × × × × ×

⑮ ○ × × × × ○ × × × × × × × ×

⑯
様式
14

× × × ×
様式
14

× × × × × × × ×

⑰
様式
15

× × × ×
様式
15

× × × × × × × ×

CAS-0257 様式16 様式16 様式16 様式16 様式16

CAS-0258 様式17 様式17 様式17 様式17 様式17

CAS-0262 様式18 様式18 様式18 様式18 様式18

CAS-0257

CAS-0258

CAS-0262 様式20 様式20 様式20 様式20

CAS-0257 様式21 様式21 様式21 様式21

CAS-0258 様式22 様式22 様式22 様式22

CAS-0262 様式23 様式23 様式23 様式23

CAS-0257 様式24 様式24 様式24 様式24

CAS-0258 様式25 様式25 様式25 様式25

CAS-0262 様式26 様式26 様式26 様式26

要 不要 不要 不要 不要 不要 不要 不要 不要 不要 不要 不要 不要 不要

×は提出不要　　　○は様式を問わない　　※１は該当する場合（品質管理組織、施工管理組織、会社組織）

付表１・自社工場

品質管理に関する覚書

登記簿謄本（コピー）

誓約書

審査登録費用

変更・追加内容説明書

製造工程説明書

品質管理説明書

施工管理説明書

会社概要

工場名一覧表

工
場
追
加

工
場
取
消
し

使
用
登
録
の
取
消
し

変更
7申　請　区　分

書　類　名

× × ×

新
規
申
請

商
品
の
追
加

商
品
の
取
消
し

商
品
仕
様
の
変
更

商
品
名
変
更

社
名
変
更

工
場
名
変
更

× × ×

× × × × × × ×

× × ×

× × × × × × ×

× × ×

× × × × × × ×

× × × ×

× × × × × ×

会社概要の変更

× × × × × × × ×

副
構成材
仕様

⑳

㉑
構造説明図

（姿図一覧、断面
図）

C

A

S

0

2

5

7

・

0

2

5

8

・

0

2

6

2

 

共

通

C
A
S
毎

C
A
S
0
2
5
7
・
0
2
5
8
・
0
2
6
2
 
共
通

C
A
S
毎

新規申請図書表紙

主
構成材
仕様

⑲

様式19 様式19 様式19 様式19

品質管理に関する覚書
（委託工場との覚書）

※自工場のみの場合不要

付表２・委託工場
※自工場のみの場合不要

参考資料
（一社）公共建築協会評価書、建設業許可証

など

遮炎・遮煙性能防火証紙
頒布契約書

商品名
一覧表

⑱

②

①

⑥
品質
管理
項目

様式5 様式5

変更申請図書表紙

新規申請書

変更申請書

取消し申請書
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（注 1） 申請書類は各認定番号の申請区分ごとに一覧表に従い作成し、正・副各 1 部を提出のこと。 

尚、申請書類の綴りは一覧表の①から㉑の書類番号順とすること。 

（注 2）書類番号①の申請図書表紙は、申請区分により新規申請表紙（様式１）、使用登録変更申書

（様式１－１）に区分されるので注意のこと。 

（注 3）新規申請・使用登録取消し申請以外は様式 2-3（変更・追加概要説明書）を必ず提出するこ

と。  

（注 4）申請書類は協会指定の様式で作成のこと。尚、申請書類の様式番号は３認定品とも一部を除

き同一番号で統一されている。 

（注 5）書類番号②の使用登録申請書は、申請区分により使用登録新規申請書（様式２）、使用登録

変更申請書（様式２－１）、使用登録取り消し申請書（様式２－２）に区分されるので注意

のこと。  

（注 6）書類番号⑯ 及び書類番号⑰は原則的には後日提出となるが、同時提出も可とする。 

（注 7）書類番号⑬品質管理に関する覚書（申請企業・委託工場）は、協会への提出はコピーとし 

申請企業と委託工場が各１通を保管。 

（注 8）工場名変更、工場追加、工場取り消しに関し、書類番号⑨、⑩、⑪、⑬は必要に応じ提出す

る。 

 

※使用登録の取消しをした場合は、当協会から発行した「登録証」及び残りの証紙を当協会へ返

却する。尚、返却された証紙料金の返金は行なわない。
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５．審査申請書類等作成要領 

 書類はＣＡＳの番号毎に作成する、作成要領は５．１～５．２０のとおり。 

 記入例に従い、※印の赤文字の注意書き確認のうえ作成のこと（以下共通）。 
 申請書類の日付は全て審査申請書類提出月の１日とし、算用数字で記入する。 

申請図書は全てＡ４判で提出する。 

尚、申請書類作成に必要な様式データは、HP よりダウンロードして、記入例の上に修正上書きし

て使用のこと。 

５．１ 使用登録申請図書表紙 

（１）新規申請は「様式１」で作成する。 

（２）変更申請は「様式１－１」で作成する。 

 

所定欄に、所属団体（一般社団法人日本サッシ協会または一般社団法人日本シヤッター・ドア協会

または一般社団法人カーテンウォール・防火開口部協会）をレ点で示すとともに、提出日、申請会

社名を記載する。 

※申請書式一式（Ｗｏｒｄ版）を正とし、以下申請書様式は参考としてください。 

  新規申請表紙 [様式１] 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１には下記から、該当する使用登録対象を記入する。 

１）鋼製シャッター・鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き） CAS-0257 

２）鋼製開き戸・木質系開き戸・鋼製シャッター・鋼製折りたたみ戸／複合防火設備（準耐火

構造壁・床付き）CAS-0258 

３）網入り板ガラス入り鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き）CAS-0262
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    変更申請表紙 [様式１－１] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１には下記から、該当する使用登録対象を記入する。 

１）鋼製シャッター・鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き） CAS-0257 

２）鋼製開き戸・木質系開き戸・鋼製シャッター・鋼製折りたたみ戸／複合防火設備（準耐火

構造壁・床付き） CAS-0258 

３）網入り板ガラス入り鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き）CAS-0262
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５．２ 使用登録申請書 

  使用登録申請書の様式は、新規申請、変更申請、及び取り消し申請の三種類とし、以下による。 

（１）新規申請書   [様式２]    

（２）変更申請書   [様式２－１] 

（３）取り消し申請書 [様式２－２]  

  申請者は代表取締役とし、同時に連絡窓口を記載する。 

  資格チェック欄には、（一社）日本サッシ協会の正会員、（一社）日本サッシ協会防火戸特別会員

のいずれかを、また、建設業許可、防火設備等の性能試験合格、（一社）公共建築協会の「建築

材料品質性能評価事業」鋼製建具登録企業であるか否かを記入する。 

尚、当該事業の登録企業の場合は所定欄に評価番号および登録番号を記入する事。 

 

５．２．（１）使用登録新規申請 [様式２] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２には、使用登録申請を行なう対象の CAS-0257,CAS-0258,CAS-0262 の番号を記入する 

※３には、下記の中から対象とする使用登録を記入する 

１） 鋼製シャッター・鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き） 

２）鋼製開き戸・木質系開き戸・鋼製シャッター・鋼製折りたたみ戸／複合防火設備（準耐火

構造壁・床付き） 

３）網入り板ガラス入り鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き）
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５．２．（２）使用登録変更申請 [様式２－１] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２には、使用登録申請を行なう対象の CAS-0257,CAS-0258,CAS-0262 の番号を記入する 

※３には、下記の中から対象とする使用登録を記入する 

１） 鋼製シャッター・鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き） 

２）鋼製開き戸・木質系開き戸・鋼製シャッター・鋼製折りたたみ戸／複合防火設備（準耐火

構造壁・床付き） 

３）網入り板ガラス入り鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き） 

※４には、表―１の申請区分２～１０の中から変更申請の対象となるものを記入する。



9 

 

  使用登録変更申請の場合は、変更内容説明書［様式２－３］を必ず添付する。 

 

［様式２－３］ 
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５．２．（３）使用登録取消し申請 [様式２－２] 

 

［様式２－２］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２には、使用登録申請を行なう対象の CAS-0257,CAS-0258,CAS-0262 の番号を記入する。 

※３には、下記の中から対象とする使用登録を記入する。 

１） 鋼製シャッター・鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き） 

２）鋼製開き戸・木質系開き戸・鋼製シャッター・鋼製折りたたみ戸／複合防火設備（準耐火

構造壁・床付き） 

３）網入り板ガラス入り鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き）
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５．３ 製造工程説明書(CAS-0257,CAS-0258,CAS-0262 共通) [様式３]  

主構成材及び副構成材の受け入れから標準的な製造工程を記入する。        

［様式３］ 
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３． ４ 品質管理説明書(CAS-0257,CAS-0258,CAS-0262 共通) [様式４] 

品質管理説明書は、工場の標準的品質管理について説明するとともに、（一社）日本サッシ協会が

定める品質管理規定及び品質管理指導書に準拠した品質管理を行う旨を明記する。 

 当該説明書（３）関係規定については、整備されているものに○をつけること。名称が異なる場合

は（ ）内に規格の名称を記入のこと。 

 

［様式４］ 
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５．５ 品質管理項目 [様式５] 

品質管理の基本的な管理項目につき、実施状況を具体的に記入する。 

 

 ［様式５］  CAS-0257,CAS-0258 の例 
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 ［様式６］CAS-262 の例 
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５．６  施工 管理説明書 [様式７] 

施工管理説明書は、各会社の標準的施工管理に加え、（一社）日本サッシ協会が定める施工管理規

定及び施工管理指導書に準拠した施工管理を行う旨を明記する。 

 

[様式７] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四 
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５．７ 会社概要 [様式８] 

会社概要については、以下の項目について簡潔に記入する。 

（１）会社概要 

① 会社名        ⑧ 主な事業内容 

② 住所         ⑨ ＪＩＳ番号（取得している場合） 

③ 代表者名       ⑩ ＩＳＯ認証番号（取得している場合） 

④ 資本金        ⑪ 建設業許可番号 

⑤ 設立年月       ⑫ 建築材料品質性能評価番号（取得している場合） 

⑥ 決算月        ⑬ 主な所属団体 

⑦ 取引銀行 

 

（２）組織の概要 

受注から施工図作成・製作及び取り付けまでに関して責任施工管理が明確になっていること。 

（３）営業の沿革・概要及び会社案内等 

営業の沿革・概要を簡潔に記すとともに、会社案内、カタログ等を必ず添付すること。 

（４）製造管理責任者部署名及び氏名を記入。 

（５）品質管理責任者部署名及び氏名を記入。 

（６）証紙管理責任者部署名及び氏名を記入。 

注）製造管理責任者と品質管理責任者の兼務は認めない。 

・（１）の①、に関し変更が生じた場合は、「社名変更」手続きを行うこと。 

・（１）の②、③及び（２）、（４）、（５）、（６）に変更が生じた場合は、「会社概要」を新たに作成

のうえ、「会社概要の変更」手続きを行うこと。 

 

[様式８]  
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５．８ 工場名一覧表 [様式９]      

（１）申請日、会社名、工場名、工場所在地、自社・委託区分、会員・非会員区分を記入すること。 

 （２）申請工場が公共建築協会建築材料品質性能評価事業所の場合は、備考欄に評価と記入のこと。 

（３）委託の場合は、工場名の欄に委託会社名とその工場名を記入すること。 

（４）工場名等変更は以下とする。 

前回分を利用し、変更後の工場名を記入し、行を変え括弧書きで旧工場名を記入すること。 

（５）工場追加は以下とする。 

前回分を利用し、審査申請用として前回分を利用し、追加した部分の欄外に◎印をつけたものを

提出する。 

（６）工場取り消しは以下とする。 

前回分を利用し、取り消し部分を二本線で消したものを提出する。 

 

[様式９] 新規申請の場合 
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 [様式９] 変更・追加申請の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ただし、変更・追加の場合、新規作成と同様の資料（見え消し等のない最新の資料）も作成し提出

すること。 
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５．９  付表１・自社工場 [様式 10] 

自社工場について工場毎に以下を記入する。 

① 工場名 

② 所在地 

③ ＪＩＳ番号（取得している場合） 

④ ＩＳＯ認証番号（取得している場合） 

⑤ 建築材料品質性能評価番号（取得している場合） 

※工場名変更（①、②）、工場追加、工場取り消しが生じた場合は、最新情報で作成し一式提出

のこと。 

 

[様式 10] 
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５．１０ 付表２・委託工場 [様式 11]    

委託工場に関し工場毎に以下を記入する。 

①会社名（工場名も併記）   ⑥決算月 

②所在地           ⑦ＪＩＳ番号（取得している場合） 

③代表者名          ⑧ＩＳＯ認証番号（取得している場合） 

④資本金           ⑨建築材料品質性能評価番号（取得している場合） 

⑤設立年月          ⑩所属団体（所属団体に○印を付す） 

※会社名変更（①、②）、会社名追加、会社名取り消しが生じた場合は、最新情報で作成し一式

提出のこと。 

 

[様式 11] 
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５．１１ 品質管理に関する覚書 [様式 12]   

（１）（一社）日本サッシ協会（甲）と審査申請企業（乙）は、国土交通大臣認定の複合防火設備（準

耐火構造壁・床付き）の品質管理に関する覚書を取り交わす。 

（２）覚書は協会指定の証書にて行い、２通作成し、甲、乙捺印の上、各自その１通を保有する。 

（３）証書１行目空白部に申請企業名を記載する。 

（４）覚書締結日は申請月の１日とする。 

（５）署名人は、甲は（一社）日本サッシ協会理事長、乙は申請企業の代表取締役とし、乙の記載欄

に住所、会社名、代表取締役の順に記載する。 

注：（一社）日本サッシ協会理事長は 2 年ごとに交代のため、都度確認のこと。 

 

[様式 12] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※５には、下記の中から対象とする使用登録番号を記入する。 

CAS-0257 鋼製シャッター・鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き）。 

CAS-0258 鋼製開き戸・木質系開き戸・鋼製シャッター・鋼製折りたたみ戸／複合防火設備（準

耐火構造壁・床付き）、 

CAS-0262 網入り板ガラス入り鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き） 
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５．１２ 品質に関する覚書（委託工場との覚書） [様式 13]   

委託工場がある場合は、申請会社と委託工場間で品質管理に関する覚書を遵守するために誓約書を

作成し、申請書類としてコピーを提出する。 

（１）日付は仕様登録申請書と同一日とする。 

（２）誓約書には申請会社、委託工場の社印を捺印する。 

 

[様式 13] 
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５．１３ 資格要件を満たす資料 

（一社）公共建築協会の「建築材料品質性能評価事業」の鋼製建具登録企業以外は、資格要件を証

明する、建設業許可書、第三者試験機関による試験成績書等を添付すること。 

 

５．１４ 登記簿謄本 

申請区分の新規申請及び社名変更の場合に提出する。 

 登記簿謄本は２通（コピー可）提出すること。 

 

５．１５ 誓約書 [様式 14] 

申請に当たり、協会発行の複合防火設備（準耐火構造壁・床付き）の仕様書及び品質管理規定、品

質管理指導書、罰則規定、施工管理規定、施工管理指導書及び品質管理に関する覚書を遵守するた

めに誓約書を提出する。 

（１）日付は仕様登録申請書と同一日とする。 

（２）誓約書の代表者名は申請会社の代表取締役とし、代表者印を捺印し提出する。 

 

[様式 14] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６には、下記の中から対象とする CAS 認定番号を記入する。 

CAS-0257,CAS-0258,CAS-0262  

 



24 

 

５．１６ 遮炎・遮煙性能防火戸証紙頒布契約書 [様式 15] 

（１）（一社）日本サッシ協会（甲）と使用登録企業（乙）は、国土交通大臣認定の複合防火設備（準

耐火構造壁・床付き）の証紙頒布及び使用に関する覚書を取り交わす。 

（２）覚書は協会指定の証書にて行い、２通作成し、甲、乙捺印の上、各自その１通を保有する。 

（３）遮炎・遮煙性能防火戸証紙頒布契約書の表紙最下段に申請企業名を記載のこと。 

（４）契約書本文１行目空白部に申請企業名を記載する。 

（４）契約書締結日は申請月の１日とする。 

（５）署名人は、甲は（一社）日本サッシ協会理事長、乙は申請企業の代表取締役とし、乙の記載欄

に住所、会社名、代表取締役の順に記載する。 

注：（一社）日本サッシ協会理事長は 2 年ごとに交代のため、都度確認のこと。 

 

[様式 15] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※７には、下記の中から対象とする使用登録場番号の認定番号、名称を記入する。 

CAS-0257 鋼製シャッター・鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き）。 

CAS-0258 鋼製開き戸・木質系開き戸・鋼製シャッター・鋼製折りたたみ戸／複合防火設備（準

耐火構造壁・床付き）、 

CAS-0262 網入り板ガラス入り鋼製開き戸／複合防火設備（準耐火構造壁・床付き） 
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５．１７ 商品名など一覧表 [様式 16、17、18] 

右上に申請日と会社名を記入。 

尚、商品名など一覧表が複数になる場合は、商品名など一覧表に続けて連番をつける。 

＜例＞ 商品名など一覧表―１ ～ 商品名など一覧表―ｎ 

（１）申請する商品の全てを商品名別、開閉形式・材質別に○印を記入すること。 

備考（特徴）欄は以下のとおり記入すること。 

○印を付した項目全ての備考欄に 遮炎・遮煙性能 と記入 

（２）商品の追加は以下とする。 

①商品の追加申請の種類は、商品名の追加及び開閉形式の追加とする。 

②前回分を利用し、追加の商品名及び追加の開閉形式に○印を記入したものを提出する。 

（３）商品の取り消しは以下とする。 

①商品の取り消し申請の種類は、商品名の取り消し及び開閉形式の取り消しとする。 

②前回分を利用し、取り消し商品名及び取り消し開閉形式の該当部分を二本線で消したものを

提出する。 

（４）商品仕様の変更の場合、商品名など一覧表は不要。 

 

 

【様式 16】CAS-0257 の記入例 
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【様式 17】CAS-0258 の記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様式 18】CAS-0262 の記入例 
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５．１８ 主構成材仕様 [様式 19．20] 

  主構成材料は、戸と枠について記入する。 

（１）戸の主構成材料を以下の①～③に分けて記入する 

①鋼板 

      ②ステンレス鋼板 

      ③網入り板硝子（ＣＡＳ－０２６２の場合のみ記入） 

（２）枠の主構材料を以下の①、②に分けて記入する。 

①鋼板 

②ステンレス鋼板 

 

[様式 19]CAS-0257 及び CAS-0258 の記入例 
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[様式 20]CAS-0262 の記入例 
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５．１９ 副構成材仕様 [様式 21、22、23]  

  副構成材料については以下の材料毎に仕様を記入する。 

①グレイジング用シーリング材 

②気密材 

③ガラス用セッティングブロック 

④ ねじ等 

⑤ アンカー、補強板等 

⑥ 金物 

 

[様式 21]  CAS-0257 の記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 

 

［様式 22］CAS-0258 の記入例 
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［様式 23］CAS-0262 の記入例 
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５．２０ 構造説明図 [様式 24、25、26] 

 

（１） 申請に必要な構造説明図 

構造説明に必要な図は以下の１）及び２）とし、（３）の図面規定に従い作成する。 

 

１）製品一覧と設計範囲 

● CAS-0257 

常時閉鎖方式の片開き、両開き（親子開き含む）、隋時閉鎖方式の片開き及び避難口付

き片開き、同両開き及び避難口付き両開きについて製品一覧を設計範囲表と共に作成す

る。 

● CAS-0258 

遮煙防火折りたたみ戸の片開き２枚、両開き３枚、両開き４枚について製品一覧を設計

範囲表と共に作成する。 

● CAS-0262 

片開き、両開き（親子開き含む）それぞれについて袖付き、欄間付き、袖・欄間付きの

製品一覧を各部の設計範囲表と共に作成する。 

以下、共通とする。 

①各部の設計範囲が同じであれば、スチール仕様とステンレス仕様を兼用して作成できる。 

②姿図には、Ｗ、Ｈ、ＤＷ、ＤＨのほかＷＷ（戸枠幅）、ＨＨ（戸枠高さ）等、基本的な寸

法がわかる表記とする。 

④ これらの各寸法に対応する設計範囲表を作成する。 

 

２）姿図／断面図 

● CAS-0257 

● CAS-0258 

● CAS-0262 

タイプごとに姿図及び製品の形状・構造が説明できる、たて断面図、横断面図、召し合わ

せ各部詳細図等を下記事項に配慮し作成する。 

① スチール仕様とステンレス仕様は、別に作成する。 

② 製品一覧に書かれた申請する製品すべての図面を準備する。１枚に書ききれない場

合は、断面図の一部を次頁の用紙へ記載する。 

 

（２）図面規定 

 

１）図番規定 

構造説明図には、図面ごとに、各記入例に示した図番規定にしたがい図番を記入のこと。 

 

□図番規定は下記による 

●CAS－0257 

     □ □  □□－□□  □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材質 

 1：スチール 

 2：ステンレス 

開閉状態 

 1：常時閉鎖 

 2：随時閉鎖 

種類 

 S1：片開き      

S2 : 片開き（避難口付き） 

 S3：両開き（親子開き含む） 

 S4：両開き（親子開き含む）（避難口付き） 

通し番号(01～) 

改定履歴(A～) 
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※図面構成例は下表を参照し、構造説明図(例)を参照のこと。 

1(2)1(2)S1～S4-01  製品一覧(姿図と設計範囲表) 

図 番 材質 閉鎖状態 種類 枠見込 扉厚 

11S1-01 スチール 常時閉鎖 片開き  80 以上 40 以上 

11S3-02 スチール 常時閉鎖 両開き  80 以上 40 以上 

12S1-03 スチール 随時閉鎖 片開き  80 以上 40 以上 

12S2-04 スチール 随時閉鎖 片開き 避難口付き 100 以上 55 以上 

12S3-05 スチール 随時閉鎖 両開き  100 以上 55 以上 

12S4-06 スチール 随時閉鎖 両開き 避難口付き 100 以上 55 以上 

21S1-07 ステンレス 常時閉鎖 片開き  80 以上 40 以上 

21S3-08 ステンレス 常時閉鎖 両開き  80 以上 40 以上 

22S1-09 ステンレス 随時閉鎖 片開き  80 以上 40 以上 

22S2-10 ステンレス 随時閉鎖 片開き 避難口付き 100 以上 55 以上 

22S3-11 ステンレス 随時閉鎖 両開き  100 以上 55 以上 

22S4-12 ステンレス 随時閉鎖 両開き 避難口付き 100 以上 55 以上 

11S3-13 スチール 常時閉鎖 両開き  100 以上 55 以上 

21S3-14 ステンレス 常時閉鎖 両開き  100 以上 55 以上 

 

 ●CAS－0258 

     □ □  □□－□□  □    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図面構成例は下表を参照し、構造説明図(例)を参照のこと。 

1(2)1S1～S3-01  製品一覧(姿図と設計範囲表) 

図 番 材質 閉鎖状態 種類 枠見込 扉厚 

11S1-01 スチール 随時閉鎖 片開き  80 以上 40 以上 

11S2-02 スチール 随時閉鎖 両開き (3 枚) 80 以上 40 以上 

11S3-03 スチール 随時閉鎖 両開き (4 枚) 80 以上 40 以上 

21S1-04 ステンレス 随時閉鎖 片開き  100 以上 55 以上 

21S2-05 ステンレス 随時閉鎖 両開き  100 以上 55 以上 

21S3-06 ステンレス 随時閉鎖 両開き  100 以上 55 以上 

 

 ●CAS－0262 

    ※（一社）カーテンウォール・防火開口部協会との共同認定のため、図番規定が 

       CAS-0257，CAS-0258 とは異なります。 

 

CAS－0262－□□□□－□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通し番号 001～999 

材質 

 1：スチール 

 2：ステンレス 

開閉状態 

 1：随時閉鎖 

  

種類 

 S1：片開き      

S2 : 両開き（3 枚） 

S3 : 両開き（4 枚） 

 

通し番号(01～) 

材質 

 1：スチール 

 2：ステンレス 

改定履歴(A～) 



34 

 

 

 

※図面構成例は下表を参照し、構造説明図(例)を参照のこと。 

図 番 材質 閉鎖状態  枠見込 扉厚 

CAS-0262-1001(2001) スチール 

ステンレス 
常時閉鎖 

姿図 

設計範囲 
－ － 

CAS-0262-1002(2002) スチール 

ステンレス 
常時閉鎖 

姿図 

設計範囲 
－ － 

CAS-0262-1003 スチール 常時閉鎖 断面図 80 以上 45 以上 

CAS-0262-2004 ステンレス 常時閉鎖 断面図 100 以上 45 以上 

CAS-0262-1005 スチール 常時閉鎖 断面図 80 以上 45 以上 

CAS-0262-2006 ステンレス 常時閉鎖 断面図 100 以上 45 以上 

 

２）主構成部材料及び副構成材料 

構造説明図に表記する主構成部材は、以下の①、②とする。 

詳細は、（様式２０）参照のこと。 

①枠、方立、無目、扉（框）、押縁等 

     枠、扉を構成する部材について材質をスチール仕様、ステンレス仕様それぞれについて記

入する。 

②アンカー・補強板等 

枠、扉の周辺部材について材質をスチール仕様、ステンレス仕様それぞれについて記入す

る。 

 

３）商品名 

「商品名など一覧表」に記入した商品名を記入する。 

４）図面名称 

図面名称は、図面の種類に応じ、以下の①又は②を記載する。 

① 製品一覧と設計範囲 

図番名称欄に製品一覧と記入する。 

② 姿図／断面図 

図番名称欄・姿図／断面図の後ろに、図面内容に合わせ、（ ）書きでスチール仕様又はス

テンレス仕様のいずれかを記載する。 

５）会社名 

申請会社名を記入する。 

 

（３）図枠及び図面用紙 

 

姿図及び構造断面図をＣＡＳの番号及び材質毎に作成する。 

記入例を参照してＡ４版で図面化する。 

図法は三角法を基本とする。線や点、文字の表現方法は規定しない。構造説明図（様式２０） 

は CAS-0257，CAS-0258，CAS-0262 各々図番規定等が異なるので、3 種類規定する。(次 

ページ以降参照) 
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[様式 24]姿図、構造断面図等（CAS-0257 用） 
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[様式 25]姿図、構造断面図等（CAS-0258 用） 
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[様式 26]姿図、構造断面図等（CAS-0262 用） 
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６．ファイル方法 

 提出書類のファイル方法は下記による。 

①書類は全てＡ４サイズとする。 

②一式を 1 冊のファイルにとじること。尚、ファイルの種類は、Ａ４－Ｓ（タテ）コクヨ フラ

ットファイル程度とし、色はピンクとする。 

③表紙には申請するＣＡＳ番号を表題として、又、下段に会社名を記載する。（横書き） 

④表紙の背中には、下半分の箇所に会社名を記載する。（縦書き） 

⑤綴じ順は、５．１～５．２０とする。 

⑥以上を 2 部提出のこと。尚、審査通過後、1 部は協会保管、1 部は返却とする。返却された申

請書類は責任を持って保管のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAS－○○○○ 

会社名 
会
社
名 


